
発行日 令和３年（2021年）８月 20日 

－４－                                              －１－ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

南平岸地区の町内会の皆様、こんにちは。このたび南平岸地区町内会連合会の会長にな

りました、池田和雄です。平岸高台第三町内会の会長をしております。 

南平岸地区は広くて緑地も多く、環境がすばらしい地区です。東は望月寒川沿いの緑風

町内会、平岸南町内会、北は豊平区役所に隣接する平岸公団町内会、ヒルタウン平岸町内

会、南は平岸南ヶ丘町内会、GSハイム平岸町内会、メゾンドルチェ平岸第 3町内会、高

台地区は平岸高台第一、第二、第三、中央、第五、第六、第七、第八町内会、朝日プラザ

平岸台町内会、センチュリーハイム第三町内会、国道 453 号線沿いには南平岸天神山町

内会、南平岸第二町内会、南平岸中央町内会、南平岸第五町内会、南平岸東町内会、南平

岸駅前町内会、南平岸第八町内会、南平岸駅最寄りでは南平岸第九町内会、南平岸第十町

内会、平岸こぶし町内会、リーベスト南平岸町内会と、合計 28町内会、全加入世帯 9,081

世帯(2021年 7月末現在)の連合町内会です。 

 南平岸地区町内会連合会の活動は、28 町内会相互の情報交換とさまざまな課題につい

ての意見を交わす場であることです。主役は 28町内会です。町内会連合会は、各町内会

の主体を重んじ、自由な意思を開示する場です。 

 町内会の原点は、向こう三軒両隣で朝、昼、夜のあいさつができることが第一歩です。

そこに更にみんなのちょっとした｢こころ配り｣と｢親切さ｣が大切なことではないかと考

えております。このことが安心・安全の生活環境をつくることができる唯一の方法ではな

いかと考えます。地縁が重なって、ご近所のつきあいが始まります。身近の、同じ空気を

吸い、同じ風を感じる感覚が安心の要ではないでしょうか。 

町内会連合会として、今後とも 28の町内会の皆様とともに同じ方向にいっしょに進ん

で行きたいと考えております。ぜひとも皆様のお力添えをお願い致します。 

5月、6月に予定していた例会は、新型コロナウィルスのまん延で感染拡大に配慮して

中止としましたが、7 月 17 日(土)に、｢輪厚国際パークゴルフコース｣でようやく例会を

行うことができました！ 待ちに待った久しぶりの例会を、会員の皆さんは楽しみに参加

されました。熱中症が気がかりになるほどの晴天でしたが、皆さんの元気な好プレーが光

っていました。次回例会は、9月を予定しています！ 

 

 

 

会長あいさつ 

令和 3年度定期総会 今年も書面開催に 

例年５月に南平岸会館で行っている町連定期総会は、新型コロナウィルス感染症の感染

拡大防止の観点から、今年度も書面表決による開催としました。各単位町内会の代表者で

ある代議員に議案と書面表決書を配布し、各代議員から議案に対する賛否を記入した書面

表決書を郵送することにより行われました。代議員総数 47名のうち 43名(内無効４)の

表決書返信があり、令和２年度の事業報告、決算報告および監査報告、令和３年度の事業

計画案および予算案並びに町連役員の改選案がいずれも承認されました。 

南平岸地区の状況(R3.４.１現在) 

世帯数；17,223世帯、人口；2９,321人 

◆ウォーキング南平岸 

7月 22日(木・祝)は、北竜町「ひまわりの里」に貸切

バスで向かいました。見渡す限り咲き誇る黄色い丘が見え

てくると、バスの中で歓声が上がりました。200万本と

紹介される圧巻のひまわり畑のなかを、38名の参加者が

元気に汗を流して、夏の一日を楽しみました。 

新型コロナウィルス感染症の流行により、5月に予定した｢南平岸名所めぐり｣例会は見

送りましたが、6月、7月はウォーキングを楽しみました。 

 今年度最初のウォーキングは、6月 24日(木)に

開催され西区｢五天山公園」が目的地でした。あ

いにくの雨となりましたが、バスで現地に到着す

る頃には小降りになりました。27名の参加者は、

新緑の左股川沿いを水音を楽しみながら進み、公

園到着後は小高い丘に登ったり、花を楽しんだり

と、思い思いに自然を堪能しました。 

 

池 田 和 雄 (南平岸地区町内会連合会 会長)  

町連文化部から 

◆南平岸パークゴルフ愛好会 
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町内会 会長 町内会 会長 

南平岸天神山 浅野 雅三 平岸高台第三 池田 和雄 

南平岸第二 松浦 孝之 平岸高台中央 小田 良廣 

南平岸中央 末廣 仁志 平岸高台第五 荏原 真弓 

南平岸第五 青木 哲郎 平岸高台第六 和田 道一 

南平岸東 清水 保次 平岸高台第七 八巻 康夫 

南平岸駅前 前田 美江 平岸高台第八 片庭 將 

南平岸第八 坂本 恵二 平岸南 芝田 千惠子 

南平岸第九 藤田 顕史 緑風 髙須賀 國雄 

南平岸第十 新井 潤 朝日プラザ平岸台 石田 司 

平岸南ヶ丘 竹部 直子 センチュリーハイム第三 髙田 裕和 (会長代行) 

ＧＳハイム平岸 安達 ひで子 平岸こぶし 東 竜一 

メゾンドルチェ平岸第３ 松本 正志 平岸公団 橋本 正勝 

平岸高台第一 雨宮 稔 ヒルタウン平岸 樋口 正幸 

平岸高台第二 佐々木 一夫 リーベスト南平岸 那須 浩 

 

令和 3年度町内会連合会役員 

裏面記載のとおり、町連役員が改選されました。新役員は次のとおりです。 

会 長：池田和雄(新任)(平岸高台第三) 

副会長：松浦孝之(新任)(南平岸第二)、前田美江(新任)(南平岸駅前) 

    松本正志(新任)(メゾンドルチェ平岸第３) 

監 事：藤原孝(再任)(南平岸第九)、髙須賀國雄(再任)(緑風) 

 改選により、末廣仁志さん(南平岸中央)が会長を、新井潤さん(南平岸第十)、佐々木一夫

さん(平岸高台第二)、石田司さん(朝日プラザ平岸台)、樋口正幸さん(ヒルタウン平岸)が副

会長を退任されました。町内会連合会の活動にご尽力ご貢献いただき、ありがとうござい

ました。 

 
南平岸地区の 28町内会 

南平岸まちづくりセンター所長がかわりました 

 

南平岸まちづくりセンター所長として、４月に着任した更科 

(さらしな)です。地域の皆さんのお役に立てるまちづくりセン 

ターを目指していきたいと考えています。 

地下鉄南平岸駅から徒歩約５分、平岸小学校に隣接する当セ 

ンターでは、住民票・印鑑登録・戸籍の証明書発行の取り次ぎ 

業務を行っており(翌営業日お渡し)、札幌市の各種事業案内パ 

ンフレットを取り揃えております。南平岸地区のサークル紹介コーナーもありますの

で、どうぞお気軽にお立ち寄りください。 

また、併設する南平岸会館には、約 15畳から 69畳までのきれいな有料貸室があり、

８時 45分から 21時までご利用できます。こちらも地域活動等にお役立てください。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

令和 3年(2021年)８月現在 

組織委員会からボランティア募集の依頼を町内会連合会が受け、

コース沿道の設営と誘導のボランティアを急募したところ、36名

もの協力をいただくことができました。 

早朝からの活躍、おつかれさまでした！ 

町内会連合会は豊平区｢とよひらHANA-LAND事業｣に賛同し、参加町内会の協力で、

南平岸地区を色とりどりの花で飾る植花事業を毎年行っています。今年度は新型コロナウ

ィルス感染拡大防止の観点から、｢とよひらHANA-LAND事業｣は中止となりましたが、

町内会連合会では例年通り町内会に花苗を配布し、密を避ける配慮をいただきながら花植

えを実施しました。植花だけでなく、花壇整備や水やりなどに協 

力いただいた町内会の皆様、ありがとうございました。酷暑の夏 

になりましたが、皆様のおかげで地域が明るく彩られています。 

東京 2020オリンピックマラソン 

カラフルな花々も、選手を応援しました！  地域のマラソンボランティアが大会を支えました 
マラソンコースとなった沿道(白石藻岩通～平岸通)の植樹ますに

は、現在オリンピックカラーをイメージした花々が植えられている

のにお気づきですか？ まちの魅力が広く発信されるチャンスとし

て豊平区が植花を行いました。コース沿いの町内会の皆様には、水

やりなどの維持管理へ心を配っていただきました。大会終了後も、

オリンピックコースが南平岸の財産として引き継がれるように、ま

ちの美化への皆様のご協力をお願いします。 

南平岸の街路が、今年も花で彩られています！ 

～更科所長に、ひと言インタビュー～ 


